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発刊にあたって
函南町長中村博夫

函南町は淀しぃ自然に恵まれ、史餓に臨む豊かな美しい町です。

特に箱根峠に連るブナ・アカガシ ・ ヒメシヤラを中心にした自然林は「禁伐林」 として、

昔から大事に保護され、水源掴養地及び保健保安林として、私たちの生活に潤いを与えてき

てくれました｡

私は少年時代からその美しい禁伐林に魅せられ、以後その保存と愛謹を、謂わばその自然

保謹を強く訴え実践してまいりました‘。どこの区内にも、昔ながらの樹々がそびえ、 その樹
々の間に、お寺やお常の曜根が夕映えに繩<さまは、苦も今も美しい蛾観であります。

そうした推しい紫観自然は、 ≦排から保存されてきた多数の文化財とともに、 わが町の

共通の文化辿潅であり、誇りであります□

このたび、文化財保謹諦腱委、会の憐さまのごﾉﾐﾐﾉJによって、 「町の文化財」が発fllされ

ますことは、 まことにll､f'{1IEを得た有意護なことであl〕 、直接執華・纈囎・割付にあたられた

編集委輿の皆さまに,じ､から敬竜を炎しま-ｹ‘

岐後に、 わが町にあるかけがえのない多くの緑と文化財を、町民こぞ=』て保存されるよう
切望します‘二‘

編集によせて

教育腰： 鈴木孝司

昨年度、文化財審談委員会の皆様のご努力によ‐'て、小冊-fの体裁に緬轆された「函南町
の文化財」が、 ここに更に稿を改めてカラー版として発刊されることになりました。分り易

い説明と読者に親しみ易いようにとの方針を堅持し、胡Inlの小冊子編集過程の中で出された、
いろいろの問題点に検討を加え、改むべきところは改めて再刊に踏み切った良心的態度に深

甚の敬意を表するものであります。

函南町にはたくさんの文化財があります”刑の脂定を受けているものfi、県の指定を受け
てぃるもの三を含めて、 ここに掲戟されているものの他にも、 まだ取り上げるべきものもあ

るでしょうし、更に内容的に研究を深める必要のあるものもあろうと思います。文化財と・

口に言いましても、実にその分野は多岐にわた-〕ており、 11然・潅業・信仰・芸術芋は申寸一

に暁ばず、天災による爪跡とか、 当Ⅱ.¥の人々の生涌に密接したもので、すべて函南の|終史を

物語っているものばかりであります｡

私達は、 こうした文化財を通して、古代からこの地に箙橘していた人々の‘じ､に触れ、 その

生活に思いをいたすことがで･き番のであり、 それがとりもなおさず「. 〕､るさと|"Ifi」 を"愛－4‐
ることにつ琴がると考えます，

この,l､冊j皇を愛読していただくとともに、 今後とも虻化財に親Lみ、 これを大上"に愛,蕊保

存してくださいますようお願いいたしまｲー

I



町章

丸は平和を示し、垂直、垂平線は厳しさを物語る

もので、いつも橘動は厳しさをともなう。これをfⅡ

でつないで一宇のに'1にIIjlるい町を表現している。

昭和44年6111811制定。町のカラーは紺。

ハコネザクラ

ハゴネザクラは、富士から締根にかけての

'｣'地に多く I'1生しているマメー+ﾉ』クラの別名で
＋， ~づ

め今。

4川ヒル｣､さい花が咲き、非糀にかれんで､郷

土に適しており、育成も容鋤であるので、 Ⅲ1-

制施行lOli'i}年を!;U念して昭ｲ1 148fl2411 1 1 1制
戸竺

疋○

▲町の花・ハコネザクラ

ヒメシャラ

夏に、ツバキに似た''1い花が咲く。ツバキ科

の落葉需木である。樹皮がなめらかなので、

サルスベ1ノとまちがえられることもあり、サ

ルタ、サルナメリともl'fばれる。幹は赤111t色

で枝が細く赤褐色をおびて多数の小枝にわか

れている。符i根1%(生林の代表的な樹木。

IIII制施行1()IIIfl年を記,念して1I/{fl 148年4川1

1 1制定。

位置 來経 138度56分53秒

（俄場） 〃I上純 35度5分13秒

広さ 抑ti 約12.7km

ifi-|上 約11 .1km

雌間地 l ,()1)4m

面積 66.24knf

▲町の木・ヒメシャラ

~‘ノ －ー



函南町の位置及び地勢
箱根日丁

部伊豆半島の根部に位満し、箱根芦の湖1打端の

江の浦東北の大平山を結ぶ線を底辺とし、

函Ifi川.は静li11県東

浦根峠と、駿河湾、

玄岱を唄点として形

丹那トンイ､ルIJLiI Iに

=〕て、 東求から100

び北I,fljは、箱根峠・

髄をも‐〕て暁され、

斜而か本町地械の大

部は､ﾄ川地帯として

〃､IWj:の一・角を占め

な赫原と、 I7LI季を通

た3Ⅱ{暇な気候に忠

まれ肌光めい

びなliﾐみよい

町で､ある｡

I

原町

の

川
広ほ:う 東西約12.7km

南北約11．1km

町内峨商地1 ,004m

東経138.56'53'′

北緯35･う'13”

66.24k㎡

位壷

画棡

その歴史

MIfi町は、徳川ll，f代、町内の各区（芋）が、 それぞれの村として:1i：山の代'141江1 1 1氏、禍i lWii

水Mi:氏、小Ⅱl l舟藩iﾐﾉ<久保氏聯の支配に分帖されていた。 しかし、幕ｲ〈に膿III代'l4}所のl1i輔とな

り、 lﾘl論ﾉtff，廃桁祇ﾘ!!の苑ｲ17と共に、 帷l11県、更に'ﾘ1ifi ~1 イド、 ilil l l県が廃されるや職iﾘﾘ14のlili

符となり、 I1ﾉl論5年に、にl l l ･i<t肥･ il'lff ･ &WI: ･ )1那・畑･ !ifjl:沢・ l ll代・乗lli( ･火竹・ ’2

沢． |川'‘！;1，． ・塚本・肥l1lの14ケ村をも‐』て、足衲uiLに綿人された。

その後'ﾘ|論9年#1 1 1 ，足柚Iilか廃止されるや、静li'11,!に秘り、 5川、第8ノ〈Ⅸ7'1,l<と改めら

れた。

lVl論22年、町村制か施↑]:されるに及んで、駿東#|j l l守村を1xに、 イヤ沢Ⅱ|jl l l ' | 1#lill l'j､．j･2｢1､Iｳ坂」

を桑原Ⅸに合併させ、 また化l l l村.外15ヶ材の位ii'tが、 I舸漱(榊艮)の|+jに､'iたるので、総称を「〃I

IW」 とし、 i :l l l村外15村合併して「l汎｢fi付」 を!趾'|くさせた。

その後、 ｜ﾘlifi41年lll l 、肥Ⅱ|地Ⅸ内の'1,'j･: 「新l l l」 を分測して ･Kを形'此させ、地ⅨをWillllx:

と称し、 17人'j･言か形IJ虻された。

II｣′州|38ｲト ( 1963fli) ;1 1 1 1 1 1 111l.制施iIされ、各' i･:も各|><として発足、 凡〃f次の36Kかあゐ

| :l 1 1 ･ /< I肥･ 11Iff ･畑毛. 、ドjl: ・ ノ､}H･ 'kll l ･ |lifル沢･ l l 1代・桑III( ･ ノ<竹･ l:ill ･間'fj21． ・塚本

肥| ' I ． ｜ | ’,1: ･ #1i l l l ･八ツ満・鉄道'店念・別幹線･ jiml!W,)jlルヒ ・ ﾄｳ『| |fi ･ ihl l l ･ j門:(ﾉ)沢･ fl ll沢． ，'《本悩
奴| , |腸．城l l l ･ #, li沢台･ l' l通坂・中冷l l l ･冷川| ~l1地･ ' if1IM好『 ・ハサデナー ・ ダ≠イ7'ランド・織稚。

I

、



、紳峠箱根町◎IEI脂定 こ」町折定

文化財案内1町案内板 に J県指定 、~ 、舞掛山
…

…

肋. 名 称（所在地） ページ 名 称（所在地） ページ
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1 ．柏谷横穴群(柏谷）国指定 (史跡）

▲柏谷横穴群（柏谷）
1 ．位置

函I櫛町{:il谷にある。 ｛ノ}M"i根鉄道火賜駅の東ﾉﾉ、約25kmの脆'礎地帯輔根111からIﾉLiﾉﾉにi'l'Oi

るなだら力‘な丘陵の雌Ifi端にあたり、遮跡のﾙﾐ側をﾉ1･那紘地から流ドしてきた柿沢川が流ｵ1、そ

の川の対岸には畑毛拙ﾙ↓があるゞ

2時代

ぼ霞7世紀から811t紀ごろの巡跡である‐

3．横穴群の特徴と周辺の環境

械穴のある丘陵地帯{よ、 f'『の懇い難"〈瑞力･ら成・ﾉているが、周辺の丘|媛はいずれもl'；<、 ｜州〔

ローム岬が堆械している この擬"<ﾈ'}は、浦根lllのI几i雌の ．部力‘ら狩野川流域に川来たl11〃､l柳f
の東端に膝起した尚さ20mから3()mまでの丘陵地帯に、その凝lバネ'}蘭の値斜Iniを利川して作られ
た横穴墳蕊であるっ

二れらの縦穴峨蝋は､おおむね､ I*i ・東･ lﾉ町の《ﾉﾉ1niのいずれ力･にIniして掘られた#,のが多いが、
I'1然の地形と凝灰ﾈ'}の雌Iniの郁合では、藤:ま北Iiiして掘られたものもある その地域は東Iﾉqに約

400m、 1判北に約250mにわたﾉてｲ〃l§し、 これらの丘陵に続いてifil1!1l前ﾉﾉに標1l.;i66mの「城ll l」
と称するl'1瞳のような形をしたﾉくぎなlllがあり IIM/fは'七地州苑のためii'iiIM) そのIﾉLilfi〃には近

イドまで「稲舞ケ池」と称したi/{沢の湿地,冊(皇なノており、今は、弁ﾉ〈j;6と称する,l､さな池を巡ら
した森かあ．′て小Ii!1を建て僻のIAi影をととめている

狩野川Iまこの逆跡の前的jで1判流してくるﾎIliil(IIH｣! | !小のi''1川を併せ、 ノ<きくIf'lきをI几iへ変えて

淵源〃I前′､流れて↑『-’た場所で、遊水池的嬰業の強いﾊ1I地であ.,たそれ紋このIII〃､IWfのl制辺

地域' 二 {*､ I I I水逆跡を;ましy)、数々の弥'liJtll.fiW)股緋辿跡かｲ〃Iしている

h
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4．横穴群の構造 ▲横穴

俄穴のIIMI 1されている地域は火I几i約5()()m、 lfi,|上約30()mの範州で、この範{州内の櫛状に
伸びる各丘陵斜1niに僻をなして〃ハ;しているそのIE確な数はイ〈Iﾘjだが、およそ25()雑が開
1 1しており、米I IW1 Iまでいれると3()()荘以|:はあると推定されている

1l"1122ｲﾄ、 ‘降部慈恩博士が発掘‘淵行された際、この地域をA ･B ･C ･D ･Eのli地|ズ

に分けられた

また縦穴の榔篭の樅造においてノi繩賊のj叫二分脈された

5．出土品

各俄六群からIl1 l:した各i,il1"IY,iX'i地ﾉﾉの後期1 I1~蛾からの川I g ,',{,とl'il様であり、概して

数は少ないが死箭に対して人々が' ill.fの・般的風課に従-'てjII!椎したことがわかる。

itな州I: ,',{!として次のものがある。番

『
鉄鋤・〃頬(Ih:刀・刀-j'･)

服緬（曲~1i ･ Uj j･mi ･なつめ玉・

]gl.環． ′j､玉・平玉）

｜を帥器

斌忠器（杯が多い．長頸壷・俄撤

． 、ﾄ瓶|・小型壷・鉢）

iul ll);･ (IIMI･1 1 )

人"|,l･ (細かい.|'}･片とな・’てll '1 |:)

、

為
、

'／ 卦
出
土
品
（
亀
甲
片
）

／

！ ‐

ﾉベン ／

ク

一
Ｊ
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6．歴史的意義

第乞次調査までにおいて次のことが指摘され
ている。

「揃六の営まれていたH､f期は約7世紀から8

世紀と推定され、 占部関係の人々の墓所として

も利II1されていたことか推定される。当時の伊

豆圧lは、天武9年に駿河IEIから分離した下国で

ある｡ 7枇紀に人-ﾉて、新しい技術集I･Hか伊豆

雌lに人-ﾉてきた(伊豆長岡町の瓦窯跡．家形石柁

の出現)ことから、新技術をもった新興匡lとして

|;I 1 ,1i苑腱したことが考えられる。 また周辺の横

穴の多さから脅えると枇六の発生そのものにも

外的甥|ﾉ〈lがあるように思われる。 ．般の人々と

は連一ﾉた新技術、 または特殊な技術をもった人

達の存在が考えられる。 IIWII的にもｲ:II :'1長期に

わた-ﾉて、 この地域か堪所として利川されてい

たと思われるの

▲出土品（馬具・刀子等の鉄製品）

■

~
~

~

▲出土品

全[EI的に、 こればと'の俄六が雌LI1している過

跡もあまりないことから、本辿跡は、 今後の古

代史究IVIのための重要な辿跡として、 その保存

の処樅を樅ぜられなければならない。」

（第i次誰l査報i' i･ 『Iﾄより）

臼 ■

~

ｑ

出

土

品
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2．丹那断層(畑） 国指定 (天然記念物）

、

北伊豆地震

昭ｷ115年(1930年) 11月26日、午前4時2分46秒伊豆半島北部に大地震が発生（"|上伊豆地震） 、
この際、 ノ､}･那盆地を中心に、ほぼ南北に、延長15キロの断岬があらわれた。

北は箱根に通じ、南は浮橋に連なり、断哺線のIﾉLi仙lは束に比べ、地盤沈F，東側は隆起、更に

來側は北方に、西側は南方に水平移動している。
)､}郡盆地では、 名撹のIﾉLiから川口の森のIjW側を通過し、畑、乙越の中間から玄岳ll｣雌に,'l｣!て南
にのびている。

殊に名賀から川1 1の森に至る所では､IIIの陥没70cm､里道の水平移動70cmが記録され、旧、 f･の

神社前では道路の食い違い55cm､.落差25cmが記されている。

また丹那の西方には「関方断1'Iｲ｣、東方には「滝沢断岬｣、 ドノ､}那には「下丹那断)杵｣､｝､}那トン
ネル内にもそれぞれ断11#が表われている。

これら断麻の中でも、殊に丹那、畑上、乙越､253貯地の田70坪に生じた断l'i#が、 ′､jを術tきわめ

て貴重な演料となっている。Ⅳ{ｷⅡ7年2Ⅱ、肌知事指定による天然I氾念物として保存され、 l1"l1

10年6M7u、匡l指定となり､現在に至っている｡

なお札)示板には次のような,説明がある。

「ll/{f1 15年ll)1261」に起こりたる北伊豆地淡に降し

て地kに現われたる丹那主断'神の雌も融著なるIWj分な
り。断I'i＃は殆と'南北に近き方向を取り、東側の地塊は

,ﾉLi側に対して'櫛に移刺したるを示せり。かつ水､ドポ”jj

MIi雛は指定の場所において約2.6mに達し、 かつ内側

が東側に対して少しばかり1断まりたるを兇る｡」

注意 1 .みだりに柵内へ血ち入らざること
l .脂定地城内の現状変更をなささること

H/{flll()年91 181 1 IE,l':

、

一心

少

』当凸

▲丹那断層(畑）

－ L1 －



旧東海道の石畳(桑原）3． 国指定 (史跡）

ｰ

天明7年(1787年）以前に造られて

いたことが、江川文書でIﾘlらかにされ

ているが、文久元年(1861年）孝明天

皇の妹、和筥内親王が14代将軍、徳

lll家茂に降嫁された際、幕府が、時の

代官江川太郎左衛|!1英敏に命じて、東

海道を改修させた。その時、特に紺根

街道は意を用いて、石をもって敷きつ

めさせたのだといわれている。 また一

説には、 この敷石工事は、幕末風雲急

を告げるに及んでの江戸方の軍月1道路

の築造ではなか=ﾉたかといわれている

この旧東海道における「紺根旧迫｣と

は、 j皇として江戸ll､f代の情緒豊かな東

海道ﾉi | ･ 里次の道中、天i<の難関とし

て名を馳せた､松並木．石惟の街道を折

している｡この｢鞆根旧過｣刀名物として

知られているのが石i'tである。

1

‘
1

I

▲旧東海道の石畳(桑原）

東海道

火海道かi lll通したのは崇神ﾉ<111.1()年、 ｜ﾉLI道将軍の派遣のII､ｻといわれている。

太平洋に面した一帯の地/jで、〃}賀・伊勢・志摩・ jE張． ~fi'リ・函I・験i''l ･甲斐・伊豆･ 1;I I

模・武蔵・亥'〃・ |z総・ 卜総・常|唯の15ヶ｢Iﾐlから成る海道流IRlをfI通した道路、 それが｢束海道」
といわれている。

802年(延lff2]年）撫士11 1が峨火して足柄路が閉ざされると、新たに浦松の111路か1淵かれた。

東海道の宿次をノtl－_二次と定めたのは、座長6年(1601fF)碓川'家康のll ､fで次の術場か決めら
れた。

！'川!!川・川崎・神奈川・秘ケ行・ 『i塚・藤沢． 1zfX･人磯．小ⅡIM( ･純根・ 《!li,; ･淵碓･ lli( ･吉

lli( ･蒲陳・由井・興雛･ iHノヒ ・府中･Wf･ ･ li11部．藤枝． ‘ﾋﾙl l l ・令行・ I |坂・排|､川・袋ﾌ|: ･兇1~l
浜松・舞坂・新III;|'l"fI( ･ :川・吉lll ･ (〃､ F略……）

この「東海通」 を扱〆ﾉた文'.jと作IIII11に「伊勢物語」の「束|くり」 ． 「平'家物語」の「海道トリ」
|-返舎一ﾉL作「東抑道! | 1膝栗毛」 ′茅が、絵のﾉﾉでは、北斎、広亜の「東海道I［ ｜ ‐ ｛次」がある。

1(）一

~



4．旧東海道の一里塚(桑原） 国指定 （史跡）

l

1 l

l l
l l

h I

l

L． ▲旧東海道の一里塚(桑原）

江戸の日本橋を起点として街道の1里(約4km)ごとに土を盛り、 その上に榎を植えて里程のしる

しとした塚である。

慶長9年(1604年) 2月、幕府の命を受けて、大久保長安が東海．東山．北陸の三道に、 l里

(36町)ごとに、通路の両側に高さ3尺、 5問四方の封土をもって築かせ、 その上に椹を植えさせ

たので、 これを一里塚、 または榎塚ともいって、 ’渚侯の参勤交代や旅人の道程のたよりとしたも

のであるぐ‘

現在残っているのは、滿根峠にさしかかる「塚原」の手前の松Ⅱi木の間に対、笹原に -吋、

峠を登って接待茶屋北側に1基ある。接待茶屋側の一里塚は江戸から起算して第26番目のもので

あるといわれている。

槙を植えるにあたっては次のようなI況話か､ある。

「大久保石見守は工事中の塚も大部分が竣工するという夏の或るI｣、大御所（家康） に向かっ

て塚の上になんの木を植えるべきやを伺ったところ『その方のええ木を植えよ』という言葉をえ

の木と聞き誤ったといい、 また一説には石見守から塚には松を柚えては如lmIと言上したのに対し

『よ （他）の木を柿えよ』 と聞き課ったという。」 （ ﾐﾊﾙ!li!if) また駿l il雑維には、 「この‘況うけ

がたし、槌は其の根深く広がりて塚崩れず故に此水を植えしなら人」 と記されている。
~

11



5．岱崎出丸吐(桑原）国指定 (史跡）

識獅婁
号ﾏマ

＆ ､夢 蜂
6

系囚

~や

一
『
“
四
・
掴
当
、
‐
〃
季

。
ａ
〃
。
Ｆ
’
ｐ
》
ロ
ー
空
ア
Ｔ
Ｑ
タ

エ
ｇ
Ｆ
彫
畔 4

Ｔ

Ｌ

詞

二
二
二
一

L

r
ザ

壁も
ー 巳

~歩伐

F‐

■

h,

空

▲岱崎出丸趾(桑原）

山中城の最liiI線基地としての岱崎城（出丸）跡である。
lll中城は天正17年(1589年）時の小田原城主、北条氏康が豊臣秀吉の来攻に備えるため急いで
築城した山城である。箱根山の中腹標高600mの地にあって､ ,村西北の三方が断雄と堀に囲まれた
、然の要害で東西約40()m、南北約800mの堅城であったから、小田原方にとっては西方防備の出
城としてきわめて重要視されていた。

犬正18年(1590年) 3月291 1 、大軍を率いた豊臣軍に攻囲され、北条方は城将、松田康長等、
2千余人が戦死し、ついに落城。この城は北条山の地域に本丸、二の丸、三の丸を置き、岱崎に
,'l｣1丸を!没け、塁壕も設けられていた。

. l 1｣中城の守備は城将松旧唯長以下将兵4,200､西軍に比べると10分の1に充たぬ寡兵であった。
二の丸の地にある宗閑寺は出丸の守将、間汽康俊の娘が、亡父の菩提を葬うため建立を念願、
志果たさず一族間高小五郎が建立したもので、

寺内には、城将以ド、小旧原方城死者の蕊及

び西軍戦死者一・柳直水の堰がある。

岱111奇城(HI!丸)守将、間'll舟豊前守康俊、士卒
12()(Iﾉ､l銃や8()、械竿30) lll中城城将、松川イ『
典術太ﾉ<L)紐を、制将、間‘高服俊（田方郡閣I何
町間'高,'1｣!身）

秀吉は全'索をミノjimに分け次の如く二軍| ､fl
を細成したのである。

1 . if1 1 1城攻！I農'屯（氏力44, ()()0)

2． l ll !|!城攻‘I牒埴（氏ﾉj19,50())

3． 小| | |原城攻‘'洪'噸先鋒軍|､II ("/J25,0()(1 )

一ｰ一

零夕毛●ロ ‐
~

《

も

一

一『

ア

・

ヨ

むつ
■

。
■
Ｐ

▲岱崎出丸祉の遠景

－12－



長源寺薬師如来坐1 (桑原）県指定 （彫刻）6．

県脂定文化財（Ⅱ師l152年脂定）である。平安中期ごろの作といわれ、堂々とした体躯、円満な

坤顔、彫りは鋭く 、迫力のある姿をしている。間さは11()cIn､隅は81.3cm、 これだけの坐像は近隣

にその比を児ない素晴らしい彫刻である。
こ：,tニオュさ入しん二J し

薬師hll米は、今はもう'だ寺となりその名残りもとどめない小笛根山新光寺の本尊であったと伝

えられる。 f兇在、函|+i町桑原にある曹洞宗1吏源寺の境内にあり、地）亡住民の11j[ぃ信仰の中心と

な-’て保仔されている。 もともと桑原の地は榊艮権現の神械であり、宗教を媒介として地方文化

|割を形成してきた所である。 この挺源寺には荷111を思わせるような匝珊が多く、本堂の向って

イi側に古色芳然たる'1､商い丘がある‘
!

その頂上に向かってIﾉ向｢EI巡礼を,W､わ
－

せる巡拝の道が廻り廻って続き、

通す-がら数’一にも及ぶ石仏が立って

いる。その丘に向う坂道の!'｣収、緑

の樹々の木陰に締寂なる｣11‘〔ifの薬師

堂があり、 そこに薬師Wl l米fl4像が安

慨されている。かたわらに12神将、

| ｜ )上神朧、 川光菩薩の臓像が随身と

な‐〕て､kっている。

新光寺は「桁根11l",起」によれば、

弘仁8年(817)この地に連,1[された

し,刺川鱸のﾉくきな寺で､ある。金埴寺、

・実~群、他ﾉt寺、雌ｲi寺とい-)た数

々の燃蛾寺院と多くの僻坊をも＝)て

いた。繍根l11を附いたﾉﾉ巻上人の韮

を'安んずるために蛸f-たちが611也し

たものといわれている。今l 1 、 その

橘残りを水伸:の蕊帥4II米を迪じて人

々の心に法灯を伝えている。明論の

ﾄﾘ期の'だ仏殿釈にも、 ''三命を賭して

,､'f- ノたこの人ki鞭は先f1,1,2()()"|リ余の

||$I1M'('iを投じて|3III!がなされそのI11:

い拙容を人々のliiiにHLわしている。

騨綴
序…

A

▲薬師如来坐像(桑原）

13

ｰ可



7．天地神社の大樟(平井） 県指定 （天然記念物）

天地神社は大場と丹那盆地の中間に位置し丘陵農村地の中心部にあたる。神社の境内の広場を
利用して野菜等の収椣物の集領所でもある。

この大樟は根回りが大きく、かつ樹高がある。枝張りにやや間伸びがあるのと樹皮に艶がある

ので大きさに対してより若いと思われる。樹高50.0m、胸高周囲13.5m、根廻り21.0m、枝張り，

東方10.0m、西方25.0m、南方12.0m、北方11.0m・昭和27年県の天然記念物に指定。

なお、同境内にはオガタマの木が数本あり、いずれも巨木となっている。常緑性で様色の実が
多数つくのできれいである。

樟の木は' 1本の暖地一帯に適した種で、ヤブツバキクラス樹林の代表種となっている。大著は

シイ、 カシ、 クスの巨木が茂っていた。

開発と生活様式の変化によってこれらの樹は不要となり、神社等に残るばかりになった‘

卦
天
地
神
社
の
大
樟
（
平
井
）

－1．1－



8．春日神社の大樟(大竹） 県指定 （天然記念物）

函南駅から西方へ500m進

み、橋を渡って右の道を選び

東海道線と新幹線のガードを

越えるとすぐ左手にこの大樟

と春日神社がある。この樟は

以前樹高が20m以上あったが

火災にあい更に、新幹線がで

きるI1､ｻ、枝払いされた。 また

数株あったが北側の巨木が残

された。樹勢はきわめて良く、

5月の新芽が伸びる頃には最

も美しい。主幹の根元には大

きな空洞があるc

樹商15．0m、胸間周囲9．1

m、根廻り20.2m､昭和29年

に県の天然記念物に指定され

た。

樟の木は広葉常緑樹であり

Ⅱ本の風土に最も適した樹木

の一つである。

▲春日神社の大樟(大竹）

〃

- 13-
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火雷神社の断層(田代）9 町指定 （天然記念物）

▲火雷神社の断層（田代）

北伊豆地震の逸物として、震災II､ｻをしのばせる断1I1ｲである。 イi ,喝l,1;と参遊かその激鰹をﾉ>､にﾉ】〈
している。

●北伊豆地震昭ｷⅡ5年(1930年)11112611午前4I1､f2分46秒、 〃|上1ﾉﾄ臥地ﾉj一'粘にﾉ<激淡が襲い、 ､'1
町においても大地は裂け、家は倒れるなどして多くの死傷街をHI1した。 これよりlliill l l l51 1より
実にIHnl'! l以上の群発的地淡があり、人々か恐Miと不安の! | !で過ごすうち、 26II1l1-刺大激震と
なって襲ってきたのである。この地震によるi'j川.の被害は次のようであ＝)た。
＊椛災戸数(腋'家の部) 倫枇622, .'2油490, 余焼9 ． 人砿28(), 'l､破126

*椛災陳数(非1E家のi'flj) 粂枇5()0, ~IWi778, ノミ砿432、 '1,破185

＊樅災人1 1 ． .………”･…'ケピr_:( I))16. k2())亜慨荷( j) &1 、 女l ） ！ﾄf偶打( !j)188， k92) [､ '111↑の人l 1111 .328ﾉJ

川代統地人l lでは直従55cmの木の根をUj断し、え低地では地削れか鰐しか-ﾉた･ Ⅱ|代砧地では
道路を械断または遮断して多数の勉裂群を生じ、 lll通では落埖3()cm、水､¥移伽26cmの食い速い,を
生じた。

・被災復興へ潅災の悲報か各地に報巡されると雌,ﾉ1外から多くの準11: |､llか米擁し、倒壊家雌の
取り片づけ、迫路の修築群にI献身的な援助を付な‐ﾉた。 また多くのf''慨尚をrl'1 ･4-/<< 、WI:には
271 1より12111()l lまでの間、 I I水赤l･宇社静li'il支部倣謹班の蹄Ⅱ､ｻ收謹I1rが‘没散され、 またl;fl lfi'1，
′1冷校には｜ ｜本赤｜-'ｹ曹社束求牧謹班のりI)､iW6か開設され多くの飯1脈慨行が蚊‘韮診縦を受けた。

､Fjl:においてはキリス｜､数会の‘託児所がIII1:後|}M｢没され、保趾としてll;(藤災l'･ ･鈴木I''~々j倉･の

氏か派適され、 ′r:の脇1}ﾉkfrli， 女j' 11f年、 その他ｲl.志の榧llﾉjのもとにI1Wij、幼なj･を畝か-ﾉてく

れたために'炎‘じ､して煙ll l作堆に取り糸|此ことができたとい.)。

16



10． 八重窪横穴群 (大竹)町指定 (史跡）

函I櫛町大竹に所在する横穴群で

ある。かつて本地域l,il辺にも多く

の古墳や横穴群が存在していたが

開発によりその殆どが消滅してし

まい、呪存するi't重な辿跡である。

この横穴群は洲査された菰がな

く又出土辿物も不明であるため､造

･f;ヤ ・使用された年代は不,洋である。

現在未附1 1の:ものを含め_二段に

わたり32基の横穴を確認している

が、地形からみて未発見の横穴が

まだ存在する可能性が強い。なおこ

昭＃Ⅱ56年711に町の史跡指定を受’

る口l能性が強い。なおこ ▲八重窪横穴群（大竹）の横穴群は

l1に町の史跡指定を受けている。

11.柏谷の横穴群 (柏谷） 国指定を除く （史跡）

q

▲柏谷横穴群

{;|'I谷樅大群の分ｲliは＃[1ﾉLi約5()()ml#i北約2()()mという広ﾉくな地域に造られた'lfが判l lllしている。

しかもその数は3()()JILをくだらないと考えられるｲllりく睨椣な~世跡で､ある｡l lilの'2跡折定を'受けてい

ないliij消水・沖(IIi水地|ベでは、氏家の1肢地|人)であ・)たり雑1'I,[禅に隠れ、 その数は'fl lllである。 し

かしliiil,'i水地Ⅸの|*i斜1mには谷を巡一)て密雌して幟'ﾉ!〈か､兄られ、おそらくこの地|fだけでも5()JIL

近くの樅穴が残-》ていると考えられる。 さらにこの他にも多数ｿ)樅'′‘<が脂定される｡lfなく残･ )て

いる。これらの脂'定を,受けていない樅六も、 そのllllilll'iにおい <は指'と地域|ﾉ1にある拙'',<にIIIIら劣

るものではなく 、 lli代IllIｷ明の竜要な世跡である。
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12.女坂横穴群（日守） 町指定 （史跡）

▲女坂横穴群（日守）

函'打町| |守字人山に所在する横穴群である。日守にはこの検六群

のIまかに、下ノ谷戸．中里横穴群をはじめ分布状態が把握されてい

ない大小多数の横穴群の存在が指摘されている。 また隣接する伊豆

Kli'1町のﾉ<北械六群弊をはじめ本地域は樅ｿ，〈蕊群の群ｲfする地域と

して知られている｡

この横穴群は調査された事が無いため,洋細は不洋であるが、 5～

6段にわたり未開「1のものを含め現在28基を確認している。形態的

にも多様,|'|畠が認められ、未開［ 'のもので閉塞石が良好な状態で残っ

ていると.I&､われるものも認められる。出土｢Y!は須恵器の捉服[ ･蕊・

尚杯等の破片である。

現在確認されている樅六は28基であるが、稠盃が進I災した賜介そ

の総数は4(畦をくだらない規模の存在が考えられる。縦穴腓が存在

する地域でもあり又28基のﾉ<部分が未開’ 1で､ある:l;からI樅!即'!J ･ '､j::

術的に非桶~にllllillf{の,Wjい迩跡である。 Ⅱ/{#I 156ff7 1 1にこの棚7~<群'よ

llll.の史跡指定を,更けている。
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13．仁田忠常の墓(仁田） （史跡）
仁田四郎忠常の名は、 「富士の巻狩で猪にまたがり、 これを退治した」 ということであまりに
も有名である。

●仁田四郎忠常

伊豆の豪族、仁田忠行の3子として仁安2年(1167) 4月10日仁田に生まれ、兄に忠俊・忠
次、弟に忠正・忠時があり、 5人兄弟のまん中として育ち仁田四郎と称した。
治承4年(1180年) 8月17日、源頼朝が韮山で兵を挙げるや忠常はこれに参加、平兼隆、提信
遠を攻めた。忠常14歳、初陣の戦功であった。

次いで8月23日、石橘山合戦

では3千余兵という大庭景親、

伊東祐親との大軍と対戦、恋戦
するも功なく敗れ、同27日仁田

の館へ帰館。この戦いで兄忠俊

は真鶴で、甲斐催|住人平井義直

と組み打って戦死した。

石補山敗走から頼朝が再び房

州で勢いを盛り返した時、忠常

は負傷の完全に癒えぬ身であっ

たが、兵を集め頼朝のもとへ参

じた｡その途中、藍沢街道で､大

庭景親の軍と対し紫親を降伏さ

せ、頼朝の所へ引き出すという

大手柄を挙げた｡ 10月には頼朝

に従い富士川に出陣した。

~⑭1号＝ ・ ・
，ズ

‐0＆』

竺
４

溝

，

-吋
” L ＝』鷹

､ 且

▲ ●

■

－｡

▲仁田忠常の墓（中央） 右忠時 左忠正

忠'肘はﾉtl緋7t年正l1、勢多で木I1111雑仲の車と戦い、 さらに21 1には ‐の芥合戦に加わり、生111

人手| !'lを攻めて平家を追い、 911には範細に従って単を州,苑、 ｜几i柵に平氏を追一jた。翌文泊兀年

正川には純軸に従いﾉL川に入り211 1Ⅱ太宰少弍と芦崎IIjにて戦い、 71 1にはﾉL州-| 'lを平定。

lui;il1から恩'il(として新傲地を賜った。その後 -ll.ｻ、にlllﾍﾙﾐり身を謎いたが鎌愈に"さ‐)た後、文

摘3年正l1 ，病に倒れ重愁の身となった。この11,↑、 盤の菊j･･は水蛎離をする ・ﾌﾉ、 f品大社へ祈

|紙、 その祈I純のり1I}途、 ′高川の畑ﾉﾋの渡し塒でﾊ1-か職殺し溺死した。文論5年(1189年） 必の祈願

の効あって' !!'鯉した,!J､常は41 1 ，鎌倉へ邸を桃えて移り1()llには加刺に従-)て奥羽に戦-)た。

建久4年311、富士野の狩に曽我祐成を珠した。遮仁3年611 、駿iⅡIの狩場において揃士の1 11

粒の人穴を探検した。

建久5年(1194年) 51 1281 1 , 1劇l身の火巻狩に参りI 1 、荒ﾘ間を退摘、 リ粥を馳せたのであった。

建久6年(1195年) 21 1141 1 ， ~細朝に従-〉てII}度｜蒜､61 1に1111} >た｡8年には| : |Ⅱのl ifヘリ'1} i)

IJIUIを皮としたが、 9年、加朝重体と聞き鎌魚へ赴いた。旧fiﾉ亡年(1199年) jl州、加朝か亡く

なるや、鎌命は/|上粂派･比企派･将'覗派の｛派に分かれ杭1斗か姑-ﾉた。 この鋤きの! | ｜で、忠術、忠

止、忠Ⅱ､W) i)L11)は北条氏の謀11%にかかり、世| :3ｲド ( 1203fli) 91 161 1 ｲ虻、 ,Iと､'州はりl li*!;{脈に

忠止は波多W忠訓にそれぞれ!剴・たれ、忠II､fは台轆所に火を放》て|§|殺をし 、 －ﾉいにi :l l l氏は北条

氏の|<にあえない雌後をとげた。 ,ILj,'ﾙ;37歳の満さであ･》た。
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14．北条宗時の墓(大竹） (史跡）

‐F．雲･~ ‐冒雫・
マ

リ坐 ‐ q ，

罫
、

▼' 0
a

震．~ 北条宗時の墓は、東海道線函南駅で西へ

約500.m下る大竹神戸坂、右側台上の森に

宗時神社として祭られている。土地の人々

から~ 「時まつつあん」と呼び親しまれてい

る。五輪の小塔、大小2基があり、火が北

条宗時、小が狩野茂光の墓と言われ、傍ら

に両墓の訓れを記した大きな碑がある。

石橋山の合戦に敗れ後退の途次この地で

戦死、後年父時政によりこの台上に祭られ

たと言われる。

石橘山の合戦は一部記録によると、籾朝

より 「‘附き北条を討て」との命を受け、 イノト

東祐親、大場餓親、平井紀六久重軍乎が、

北条勢を一気に攻略、北条勢はひとたまり

もなく崩壊、出陣地、舟I｣lの尚源寺をさし

て落ち、態勢の立て直しを図ろうとした。

しかし追手が激しいため父時政は宗時の弟

l几|郎義時と共に桑I}Iの神腺、 1%(の台を経て

湯山締根に落ちのび、甲州に逃れようとし

た。
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卜
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》

l響.：
守
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一｡

=可

一 一
一
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、

戸

鋤

《
ｒ

■

oタ

アづし ・ 分
。 一一

繍

再､≦賑、I ． ， 斜｡

＝

~

▲北条宗時の蟇(大竹） ノニ。

宗|I､ｻ勢は追手を防ぐ｡ため、冷川道を経て桑原に向かおうとしたが、業渡（神戸) 1,1近で平jl菖紀

,'《久亜軍と避遇激戦となった。宗II､ｻ軍はよく燕戦したが、平井紀六久亜の重ね｢）の剛j jに射たれ

た。矢は宗11､fの胸板を突き抜けたと吉う。このII､↑、平井紀,‘〈久重はﾉ<声を上げ､「大将I1,f政を!;､j･ち

取=ﾉたり」と叫んだので、北条勢は峨意を失い、矢傷の身とな＝）たり'､}:野茂光も''1匁し染てた。 l1､ザ

政の戦ﾀﾋを堅く1『;じた人々は今もなお、 「宗I{､ｻ神社」 を、｢宗II ､f神社」 といわず「II､↑ま‐′つあん」 と

呼んでいる。

平井紀,'く久吸は徳'i,'iのl'jXい人で、戦い終わ=’て、敵味ﾉﾉの戦死者を手l!/:<葬り、宗1l､ﾘﾐ、茂光の

蕊塚を､腋ベ特に大きく築き祭-〕たと‘すわれる。

後年、父北条Ⅱ､f政が現地に来て'|，}･を始ぃ現ｲf地に慰雛蕊を作一ﾉたと‘やわれる。現ｲfの樅波り ｜<

1,1近には「kまんじゅ塚」か無数に､il'fんでいたが、 ノ､卜那トンネルエ！掘川の梶使鉄遊['lfその他の

為、 今は殆ど没され、赦佃が残‐ﾉているのみである。

「丹“兇」には「..…．また-|上乗殿lijl l几|即i澱は糀根搦坂（桑1%(,l､笛根椎f兇のあ＝ﾉたと,;う付近）

を経てIII¥|flに赴かんと欲す、 |'il郡は｜菖肥l l lよし)桑1%(に降り､|リ|言郷を経るの処、 ト11.i''lの辺にお

いて祐親法師の車典にlﾉﾄlまれ、小､|リ|:の名if紀,'〈久亜がために射取られ終ｵ)んぬ。雌光はij歩進

退せさるによ-ﾉて''1殺すふ々」 とある。
2(）一
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万巻上人の墓(桑原）15. (史跡）

師､割そ江.『侭r ママ営｢f
r

h

▼万巻塚
■ 、

し
新
光
寺
跡

１
１

1劃
国

ノj巻塚とl1fばれる塚は、桑Ii(川に沿った神賀道に

あり、 そこに石の'i,1が祭られている。

757年（天平宝字元年）万巻上人は締根へ行き、や

がて759年、箱根権現を作ったといわれている。

柵1(神社には、 イ|宝として木造の「万巻上人座像」

l:人は桑1%(の地を愛されていたので、弟-j'達が上~

である。

16．高源寺の境内(桑原）

一躯があるという。

人の韮を安んじようと建てたお寺が、新光寺

(史跡）

宝船11 1 I1.〃抑寺は函Ifj駅より束へ2.5km， ハl-山の深山幽谷にある蒋祁i1宗の橘刹である。

源加刺|ﾉﾄ豆配流の折の後年、如朝の孔+#比企ノピのI汁らいで文覚k人と源氏IIF典の作戦I;|仙]をし
た寺とも古われ、石橘山合戦出仲旗揚げ、車勢ぞろいの地とも伝えられる。

遮久元年(1190年）野火のため焼失したため細朝鎌倉入り後、桑陳小筥根権現付近にL堂伽藍
の新光寺を建立、 この寺をその奥の院として再建宝船山間源寺と寺名を改めた。
ノ亡旭2年(1571年）慶長年間(1606年) lI}度野火のため焼失したが、いずれも原IXIに基き再建
されて今l lにいた-ﾉている。「子授け・出世寺｣としても有秘である。

、

▲高源寺の境内
-21-
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17.函南町の自然景観
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六万部寺の経塚18. (柏谷） (史跡）

柏谷向原台地の六〃部寺は日通宗だが大昔は真言宗稲妻寺と言う尼寺で､あった。 仏！況として

次の二脱が語り伝えられている。

その－源加朝の孔肚、比企Iピの両|･らいで報朝と文党上人がこの寺で会談、文党の懇ろな況僻

により如朝は源氏旗揚げを決迩。以来この寺で文党より戦術';4を、地域の地神の丘で大将車とし

ての,じ､得を学び、又元弁ﾉ〈の森で厳しい武術で身体をきたえさせられた。

時がたつに従いl1｣木判官に'|釜しまれ､寺の大捜索を受けることとなったが通報により、文党はい

ち早く逃げ、細朝は戦術証拠苫類をことごとく前山に持ち出し粗朶水間<燃やし、捜索隊の来た

時は泰然として炎の前に立ち、 「我は六万部の経を読破、 その経文を胴中に収めた証に燃やすも

のなり。」と言って泰然としていたと言われる。以来六万部の経塚と･高.う。
ふ.くゾミーノか

その二瓶朝より130数年後、遮武の頃(1335)瓢塚が作られたが、江戸末期に壇徒墓所を広

げるため中断、弧部を石l井lいしたとi ;-われる。
ふく’忠 」尤,

瓢塚の由来･ ･･…泌良親王は史止鎌倉でH舟殺とされているが、渕部義弘によし)ひそかに伊豆二流

島、 この寺に魁i｣;していた。天下の州兵が喋り|¥び不穏が伝えられ)i(都に追われる途I | 1、戯瀬川

で死亡。この寺に連びもどされ、尚貴の方ゆえ瓢塚として葬られたと言われる。
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▲六万部寺の経塚(柏谷）
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19．田代城阯(田代） (史跡）

源瓶朝の武将田代冠者信綱が、 M1代に城を

柵えたといわれる。その城跡として注目され

ている。

当時この地は浮橋から箱根に至る街道筋に
あたっていた。城跡面穣は5ヘクタールで一

方は河川で水源地をなしている。 「増訂豆州

志稲」に「田代村、冠者源信綱、狩野ノ田代
二階リ、後此二来リ住ス、以テ村名トス。伊
豆鑑二云、 H1代冠者居住ノ地也。船山、田代、

丹那、軽井沢ハ航地ナル可シト｡」 「伊豆鑑」

には'~{調i1の古城を詳しく尋ねけるに、自邑六

七町北に当って山手の平地なる所に惣堀の跡

禰。是れ則ち冠者殿常の館なり。先年当所の

百姓古城の辺にて耕作の時、土深く穿ければ

人判一枚掘出したり。前後一枚宛掘出す事三

度也云々」

冨禰
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卜

溌蝿X識
汐

内
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▲田代城趾(田代）

20．藤明古墳の石棺(上沢） (史跡）

二に， E'詞

・藤明17号古墳

函南町上沢字藤明にある‘
藤明古墳群30余基中16号及び
17号の2基発掘。

認
一
恥

筵尾‘‐
■、一一一一KL要、一－琴三 ■､丑 ．｡＝． L 』LL.…』

▲藤明古墳の石棺(上沢）

この瑞盤の下の石柁から直刀、金環､管玉､曲E､ i渥1飾、

あぶみ呼多激が川1:した。出土111I11は函Ifi {II",}人許少年

会館浅科室に収戯されている。出l211I111の蘭lttから推測

してｲ:|| ､'i豪族の唯であ~」たと,IJ,われる。

凸

◎orl

0
じ

●竹倉越古噛 ▲藤明古墳の出土品

1羽南町上沢字竹愈越丘陵数本の大竹の間にぱば:5mおきに4基の| 1l埴があり、 ･ | 12基に石の'i,1
が祭られている。(豊竹家'ﾘ↑有地内) ll/{fl lの初期、中’雑を発伽を始めたがfl奇がたたし)を恐れ埋
め咲したそうだが、地'くに加工した石を認めたが解Hﾉ'されずに終った。朧Iﾘ'古噛とl! illlｷ代の豪族
の墓ではなかろうか。この古城は平井の御堂ll1古噴とｷl lk,llll:↑している位i梯にある。
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法伝寺の仏画(鬘の沢）21． (絵画）
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▲地獄図

神亀2年(727年）行基により開かれたといわれる法伝寺にある仏画、町内に残された文化財の
絵画の中では最も古く、雌も価値ある作品である◎

大きさは約I12 1畳で、杉材の1枚板に描かれてい

る。 l矧果応鞭の理をたとえた地獄、極楽の図であ

る。宥色もほとんど剥落しており、額の裏面には筆

者の年号もなく不明である。

この寺は、醤の沢にあり 「雷田山法伝寺」 という

が、 この地名については由緒がある。 「伊豆誌」に

は頼朝がこの地に泉があり、 これを用いて蟹水とし

たとある。

また伝えられている〃rでは、頼朝が蛭ケ小!1;尚から

伊豆l l｣権現に参詣の途上、 この地を通られたとき、

この法伝寺のかたわらに泉j'二があるのを見て休息の

後、醤の乱れをかき｜言げたとある。

もし緬朝の大願成就を祈‘念して奉納されたもので

あれば相当の絵師が描いたものであり､86()年以kに
さかのぼるl呼代の作!III1と思われる。 ▲極楽図

なおこの地獄、極楽の絵には次のような語り草がある｡｢生きている間に他人の1Iをごまかした

人は、地獄でえんまさ/しにひどい｜ ｜にあう。伽j物をいじめた人は、 ′|蓬や'Mｳなと‘のためにイi lz Iへ入

れられてこずかれる。火'Ifを,起した人は火の車にのせられて、血の池へ逆さに投げこまれる。針

を粗末にした人は針の'11をころがされる。前|||:に人を泣かせたり、人に罪をつくったりした人は、

擁のi1II1%(でｲj械をして．も、秋めば崩れ、被めば崩れして、 ’'1分が泣かなければならない。 オ)が身

のためを,W､わず、趾のためをはかり坤業を亜ぬた人は仏にな-ﾉて、概肯様が道案内をしてi途の

川の［教の橘を漉一’て、 Fを!｝|かれて極楽へ巡れていかれる｡」と。

1
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22．興聖寺の襖絵(塚本）町指定 (絵画 ）

塚本にある臨済宗円党寺派興聖寺に弾丸の

跡のある珍しい襖絵がある。それには次のよ

うな伝説がある。

天保年間の頃(1835年）である。塚本の農

民たちは、農作物を荒し廻る一頭の大鹿に困

りはてていた。そこで猟師に頼んでこの鹿を

討った。確かな手ごたえ、ひづめの跡を追う

と、典聖寺の境内に入り、なおも本堂へと続

く。 しかしひずめの跡はそこで消えている。

住職を先頭に本堂をくまなく探したが鹿の姿

は兇当たらず、引き返そうとすると本堂の板

戸の襖に書かれていた大鹿が生々しい血をし

たたらせていた。一同は大いに驚いた。その

翌月から大鹿はその姿を見せなくなった。誰

いうともなく 「典聖寺の襖の大鹿が抜け出し

て悪さをしていたのだな」 と。この襖絵は美

術rWiとしても優れたものである。

また本堂左側に江戸時代隠れキリシタンがま7こ牛星位1H1にl LP時代隠れキリシタンが

ｑ
輿
聖
寺
の
襖
絵
（
塚
本
）

’｢’

b

した「マリア観音」があどけない表情命がけで崇押

でその瞳を輝かしている。ともに町指定文化財である。

23．養徳寺の仏画(平井） (絵画）

』=-~－ ’
平井の桶翁11l養徳寺、寺雁は不明で

あるが、本尊は来光川、光ケ淵に浮か

んだとも、八シ面から出土したものと

も言われているlllm剛世音である。本

堂正面の16羅漢は横l間半×高さ半間

の板に描いた絵で埴、虎、獅子を配し

巧みな樅成と技法で美術的にも価il間の

商いものである。極彩色が年を経て殆

ど色が剥落しているのが実におしい。

ｲf側の歌絵は小野,｣､町を兇るような人

生の哀れをI歌い｜そげた趾亜な作品であ

る。法伝､IFの仏1曲と|!il -人の作と言わ
v' 1ﾑ!“uし' ‘ ‘』 ′､~" ' ’ ー’ ‘ ”〃

一
い

、

一■一ー

10

〆

▲養徳寺の仏画16羅漢（平井） 匂。 （ﾕ訓ム､!

れ、 II1様な額絵が原の''1隠禅師の寺と、*の銀|器}寺にあると|川く。

，.ﾉLIIt!,吃斤.fl1 1,,1,iの描いた進磨大師や多くの観f'f像も現/f秘祓されており、 81 1241 1の御施餓鬼の
のl 1に本,Wi: ･杯にfiliられ、 その光紫は'災に>| |観である。
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双体道祖神(田代）24 (彫刻）

叩

▲双体道祖神

●双体道祖神（田代）

享保2年建i没、伊豆には珍しい収体の道ill

神で安11 1端に刻まれている。当H､f庖瘡、 コロ

リ病流行しWII稜したので厄除けの神として祭

られ、 又女ｿ)神、豊作の神として11M論、 ノ<1l;

時代は子供の守り神として偏仰された。

●日金山の道しるべ

1 1flllは火の神である火牟蜘比布の仇んで

いる所だとI'|然崇拝の' |'で考えられていた。

大土肥坂に人きな‐の烏ノパがあし) 、 そのﾉ<

土肥坂から下平井、赤坂、塒の沢へさらに梶

井沢を経てl lf111へ鞍-〕た。そのl lfr111への

道しるべが、御！泳l状とともに残=）ている。

「l lfill -の木ノ fがド､Izl1:、久保r･ ;､itr･ﾉ〈

権現、薬師IIIII弥陀'楢のliii、 さて赤坂を唯り越

えて、法のI I｣路のil'i水小i)、止観!､'fのびんの沢

ここに延命地』h": ( ! | 1 III%) {､-)しかlll卜の地蔵

姉兇|くす海やﾊ)･ケ久保…･ ･ ･」 と御I泳M＃<はその

道すがらをよく Mli<-)ている。

タ

▲日金山の道しるべ

28－
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磨崖仏(畑毛）25． (彫刻）

畑毛温泉の東方約1km山雄の正法院を経て更に約1kmの荒神道の林中、大岩に南面して

彫られ、安政大地震（安政2年10月2日）で倒れたといわれるが、同岩の東側が昭和5

年の伊豆大震災で測れ、大きく傾く処に太文字の梵字が鋭く彫られてある。その横に永徳

2年(1381年） とあり、韮山町奈古谷

毘沙l''l通中の騰雄仏とliil一人の彫りら

しいが、兇沙門道!']のものより10年111

に彫られている。共に〆|上朝年号を使用

しているのに別の興味が湧く。

I'i科辞典によると 「地蔵鯨は鎌命l l､f

代に災族の間に広まり、内に菩薩の行

を秘し比丘を現じ、左手に宝珠、 イi手

に錫杖を排す」 とあり、 その雌も崇商

な姿を表している。

作行名は無いが、荒修行僧が初めに

この地を|参ｲi地としたものと推察され

る。

別ｷ'}に荒神が祭られ、蹄神通の地私

がある。

雌近、肌雨にさらされた古いﾉi輪塔

の祀弁がI蒋雌仏の前に遮てられた。

●磨崖仏

縦"〈洲・ イi"<W･砂粁なと・のｵLI砿に

彫刻された石仏像のことを膳雌仏（ま

がいぶっ） という。

抑|ﾀﾐ)彫と線彫との三柿航があり、像

存は|;i'l弥陀・ イくjWj ･地蔵・ ノ<l l薬師・

附崎・釈迦などが兄られ、特に､ﾄ安川；

itから索l111.Ⅱ､f代にかけて各地に造猟さ

ﾉ’ている。

漬F,謬一。 －ゞ證宇‐蹴幽､ ， 1－豪｡.。
＝■

L－1q″ F ， ′癖、副『 fj
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~
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▲磨崖仏(畑毛）
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駒形堂26． (軽井沢） (彫刻）

函南町軽井沢の曹洞宗泉近寺に駒形堂があ

る。もと駒形堂は軽井沢の弦巻山の中脳にあ

ったものが移され、今日に至っているが、 こ

れには次のような伝説がある。

承平6年(936年）平将門が関東に下る途中

この地を通り過ぎようとした時、折悪<乗馬

が病気になり、前に進むことができなくなっ

た。勇猛をはせた将門も、馬の病気をなおす

ことはできず弱り切っていた。里人が駒形堂

の観音様を祈念すれば必ず霊験あらたかなこ

とを伝えた。そこで将門は一心に駒形観音に

祈願した。すると霊験たちまち現われ、病は

うそのようになおってしまった。これに感じ

入った将門は馬頭観世音の像をつくり、安證

したといわれている。それ以来、駒形堂の賜

頭観世音は「馬の神」として近郷一帯にその

名が知れわたった。この馬頭観世音は後に泉

竜寺の本尊仏となった。

またの伝説には、源頼朝がこの地に遊んだ

P

＝一
＝

ｰ

寺一 一一
~し

▲駒形堂(軽井沢） 時、名馬池月を得たので駒形堂を建立し、平

将門が安置した馬頭観音を本尊としたという。この堂のかたわらには、秩父重忠が矢の根をもっ

て石に刻んだといわれる彫刻がある。

なお駒形堂の由来については次のような歌がある。

卜

緋
々
承
ｆ
の

関
収
卜
向
あ
り
し
峠

唯
り
た
る
塒
の
描
に

忽
ち
設
感
平
癒
せ
り

弘
法
大
師
の
御
作
の

安
磁
ま
し
ま
し
此
吸
の

御
本
畝
と
は
な
し
た
も
・
７

源
家
の
人
将
軸
刺
公

渇
を
覚
え
て
水
ば
な
し

「
軽
き
水
哉
」
味
よ
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と

幡
此
沢
と
禍
づ
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、
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常
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狩
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参
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柵
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遥
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ゆ
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の
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あ
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不
思
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狩
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れ
ば

七
騎
余
り
の
鞘
寸
て
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池
川
と
は
名
づ
け
た
り

弦
巻
山
の
ふ
と
こ
ろ
に

彼
の
将
門
が
安
冠
せ
し

御
本
輔
と
は
な
し
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も
ふ

彼
の
名
賜
に
う
ち
の
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矢
の
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を
以
て
大
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秩
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守
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忠
よ

弓
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巻
き
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祈
り
け
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昔
も
今
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変
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な
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世
に
も
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著
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御
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大
馴
再
建
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今
ま
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大
正
六
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の

笠
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ま
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ま
す
観
音
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駒

形

堂
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歌
．
・
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岬
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将
門
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弦
巻
山
の
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岨
に
て

観
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火
惟
に
祈
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し
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御
恩
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謝
の
此
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踵

排
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律
の
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商
を

隈
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押
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内
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今
よ
り
七
、
年
舸
に

弦
巻
山
に
さ
し
力
・
り

漸
く
淌
水
を
絆
た
ま
え
ば

覚
め
て
こ
の
か
た
此
の
聰
券

而
も
建
久
凹
年
に
は

将
門
安
紐
の
観
背
に

愛
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蹴
り
に
噺
け
り

か
な
た
に
あ
た
り
叫
の
脚

火
成
池
の
ほ
と
り
に
て

こ
れ
そ
世
に
な
き
秘
叫
に
了

か
．
る
括
川
押
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為
に

駒
形
堂
を
趣
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賜
頭
観
音
大
土
を
ば

か
く
て
御
堂
の
傍
に

報
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公
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姿
を
ば

刻
み
し
る
せ
し
典
人
は

か
れ
は
天
下
の
泰
平
を

駒
形
権
現
こ
れ
な
る
そ

賜
頭
観
音
人
士
催
は

弘
化
川
年
の
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の
剛

明
治
維
新
に
殿
ち
し
を

花
の
・
・
・
月
再
通
し

功
徳
を
仰
ぎ
奉
る
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27．泉竜寺の毘沙門堂(軽井沢） (建造物）

毘沙門堂は|軽井沢の泉竜寺の境内にある｡もとは日金参道の入口、弦巻山の登山口にあった。
伝説によれば、寿永3年(1184年) 1月7日、一人の旅僧が日没のため、峠を越すに越されず、
この地のとある民家に一夜の宿を頼んだ。その家の主人は快く一夜刀宿を技供してくれた。

その夜は珍しく大雪となり、 とてもこの大雪では峠を越えることはできない、 もう 1日滞在す

るよう言われた。 しかしその旅僧は「鎌倉に急ぎの用があるから、 この荷物をしばらく預ってく
れ」と鞭んで旅立った。

その後、軽井沢の定光寺という寺の僧の夢にその旅僧があらわれ、村の見暗しのよい所に祭っ
てくれとのお告げがあり、急いでこの荷物を開いた所、毘沙門が現われ、 これを祭ったという。
真言宗であった定光寺はその後、廃寺となり泉竜寺に合併され、 この毘沙門も同じく混竜寺境内
に移された。

P

▲毘沙門堂(軽井沢）
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28．八ツ溝用水堰 (八ツ溝） (工作物）
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▲現在の八シ溝用水

八シ溝用水は上沢で来光川用水を分水し、途中大場（三島市）耕地へ一一条用水路をもって分水

するが、通称八シ溝（函南庁舎付近） まで導水、堰をもって仕切り、仁出・大上肥・塚本･ MW'f
の4力村田地を潅概する重要な用水である。 しかし、 この用水路がいつ頃構築されたものである

かはまづたく不明。上沢の分水口、 上沢から八シ溝に至る導水路、八シ溝の分水堰等を見てもわ

かるように人工的な用水路であり、 しかも､この用水路が同然地形を利用して広範な．Ⅲ桝・ﾉ<上

肥・塚本、 さらに大場耕地をも潅概するためのものであること、 fif用の点でも総延長でもﾉ<I蝋

であったろうと思われることなどから考えて、近1lt初頭、 「亥の満水」後に伽iiのﾉjが強ﾉ]に伽
いての代官見立新田が、新田開発か荒地復旧かいずれかのl l的をもって附かれたものと想像でき

るし、 その広範な新田の灌概に資するものとして椛築されたと推察される。

●八シ溝用水争論

l l 1の争揃に対して水をめぐる争耐は股業生唯と直接|卿係あるだけに深刻な#｣のであり、 メ1ﾉﾉと

もより多1,tの川水を得ようとして譲らないのでﾉくきなや‘浦に発峡しがちであ”）た。

▲八シ溝用水絵図
一 32－
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29．酩農頌徳碑(丹那）

井

出

彦

四

郎

翁

顕

彰

碑

（

右

）

ｑ
丹
那
渇
水
記
念
碑
（
左
）
川
口
秋
助
翁
頌
徳
碑
（
中
央
）

丹那渇水記念碑

丹那トンネルエ事によって、丹那を中心とした周辺地域は深刻な水不足に陥った。そのため、
この渇水問題を解決するために、近隣の村々15関係字とはかって､渇水倣済促進同盟会を組織し
（昭和7年）県や鉄道省に交渉しその解決を図つた。その記念碑である。

酪農頌徳碑

●川口秋助翁頌徳碑

「父子二代にわたり丹那酪農の基礎を確立した功績は偉大である」 と碑文に記されている。

●井出彦四郎翁顕彰碑

「明治45年川口牧場の牧夫となるや、

丹那地域の乳牛の改良増殖に或は飼養

袴理の指導に努め、殊に病牛の看謹に

ついては、 日夜を分かたず渡食を忘れ

精進し、丹那酪農のかげの功労者とし

て村人の敬仰の的である」 と碑文に記

されている。 ｡
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箱根峠の原生林(禁伐林）

一二‐

‐

均

■ ． pサ
ヨ ■ ●
l

凸 r吟 I_
▲禁伐林の遠景……….…国道1号線箔根峠の南約5km・標高600～840m、面積253ha

伊豆の北部にあって、暖帯林と温帯林との接点をなす天然林。水源酒養及び保健保安林。

30．禁伐林のブナの大木(桑原）禁伐林

藩政時代より森林が保談され、現在は箱根禁伐林組合が管理している。昔からほとんど

手が加えられていない自然林で、たきぎ一本でも持ち出し出来ない禁令がある。したがっ

て、動植物の採集は禁止されている。ブナ、アカガシ、ヒメシヤラが主木で、巨木も多く、

樹種も豊富である。昆虫はアカガシが多いためキリシマミドリシジミが発生する。

主な植物はブナ、アカガシ、ツクバネガシ、ヤドリギ、 ランヨウアオイ、ハルI､ラノオ、

サンショウバラ、 ミヤマカタバミ、 ミヤマシキミ、 ヒメシヤラ、ハコネグミ、ヤマボウシ、

ハコネダケなど360種以上分布している。

主な動物は二ホンザル、シマヘビ、ジムグリ、アオ･ダイショウ、マムシ、アカケラ、 コ

ルリ、ホオジロ、カシラダカ、キリシマミドリシジミ、 クロシジミ、アサギマダラ、ルリ

タテハ、 タカネトンボ、キハダショウジョウバエなど多数分布している。

(天然記念物）
一 一■ 一四一一 ~~ ~~

禁伐林のブナは純林として形成されていないが、

他の樹木の中に散在している。箱根西麓斜面に生育

しているが、他の生育地（富士山、天城山等） と比

較すると樹商、枝張りが大きい。

禁伐林内の沢よりやや上方に多く分布し、ヒメシ

ャラとほぼ同じ商度分布を示す。最も大きなブナは

禁伐林のほぼ中央にあり、皮目がよく発達している。

樹間24.0m､胸商周囲6.4m､根廻り12.0m,|枝張り

東方10.45m､西方16.0m、南方12.6m、北方17.0m

で巨木にもかかわらず樹勢は良い。なお樹高2.6m

で2本、 3.8mで2本、6.3mで6本に主幹が枝分か

れしている。

生

▲禁伐林のブナの大木（桑原）
－35－

－34－
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31．禁伐林のアカガシの大木(桑原） (天然記念物）

禁伐林のアカガシはブナよりやや下方より分

布し、 そのほとんどが西斜面に生育するが最大

のものは南斜面に生育している。昨年、一昨年

と主幹の一部の枝が折れ、年々老化が進んでい

る。巨木になると風の影響が最も大きく、枝が

折れるとバランスがくずれ他の枝に波及し倒木

に至る。約40本ある内、最も大きいのは、樹高

20.0m、胸高周囲6.0m、根廻り13.3m、枝張り

東方20.0m，西方9.5m、南方6.5m、北方17.3

m、樹勢は極めて悪い。

なお、主幹にヒモ状に付着したオオカミノ欠

タケ等の着生植物も見られる。

▲禁伐林のアカガシの大木(桑原）

32．天池(間宮） (天然記念物）

昔は底無し沼で竜神がすんでいた

という伝説がある。

直径7.2mほどの円形の池で､どん

な日でりでも水は減らず間畠耕地を

潤していた。

池の畔には1本のエノキがそびえ

樹下に「弁財天」が祭られている。

雨か降るように祈念した池なので、

「雨乞いの池」ともいわれたという。

また人々にとって、Wけいれんなと~

の時､「竜神さまを拝めばなおる」 と

いう信仰の池でもあ･）た。
▲天池（間宮） ~ ／L' 『 ’ ‐ ‘ｰ、 ｰ' ‐ ‐

函I幸j村誌に「l'l形の池にして径i几l間、深さ計るベカ､らず｡ l樹あり、樹ﾄに弁財犬を祭る」 と

記されている｡

その「弁財ﾉ<」は今もなお間'ﾊﾞ老人会によ-ﾉて管理保存され祭られている。

36－



33． こだま石（平井） (天然記念物）
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燐
●こだま石

おうむ石、ひびき石の別名もあ

る。平井字南谷下、新山に通ずる

道近くにある大石でその大きさ約

5m1i52mで緩やかな山の斜面に

北面している。向い側の斜面から

大声を出すと反稗するので「こだ

ま石」 と名付けられたという。

このこだま石は田方郡誌や函南

村誌にも救っている。

こだま石を詠める歌

「音にきく平井の里のこだま石

こたへてM侠ふ節のくはしさ」

（禰羽美静）
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▲こだま石

34．空波の句碑（仁田）
1･lF毒､”
一.
－－

■ ●

上り

』 心

盾
－， －｛一声

I 俳人・雅仏堂空波は、涜士川lll].に生ま

れ、文政、天保、弘化、嘉永、 ノj延、文

久、慶応、明治と約80年間、肌雅の道に

生きた俳人で、晩年仁Ⅱ'でその ･''えを終

えた。

仁Ⅱ,ﾉ<八郎氏とは親交があり、 Iﾘlifill#

代俳請のﾉ<家として尺Iくにｽllられた狐lll

噛愛咽によ_』て、 その辞|ll:の{'jがIIfかれ

ている。

辞,,,:の1,jは「l i,ｻl:i:1肝や‘噸りて〃〈の炭俵｣。
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35．不動の滝（桑原） (天然記念物）

｜洲1脚駅から約2kIn、 1ﾊl l lの,l.ij

源寺に通じる道路11"f側にある。

水litは多くはないが年1 | 1絶える

ことがない。境内に不測敏を祭

る蟻があり、 ﾊ:は述近の作り)鮮

女が参樋、繁盛をきわめた。駅

から近いので参詣するには好適

の場所である。

●観音滝（桑原）

桑原川をさかのIf-)て、 .Wｳ坂

から更に鞍=｣た､ところにある。

ifliさ1()mc観『'f'ili:も煙ノtされ、

原'|ﾐ林! | 】の森閑とした蝿lﾘ『であ

る。

▲不動の滝（桑原）

▲観音滝（桑原）

器



36． 場の久八の墓(間宮）
大場の久八は文化11年(1814年) 10月

21 1伊豆凶Ⅲ宮村に生まれ、本名を森久

論郎､久八と称した｡江戸後期の侠客とし

て「近世遊侠史」にその名を留めている。

全盛H､↑代には上州系三親分の一人とし

て子分、孫子分合せて3,600余人､駿河、

伊豆、甲斐、武蔵、相模の5ヶ国を統~権

する大場一家の総長として東海道随一の

大親分となった。嘉永6年品川沖に台場

が築造されるや人足取締として幕府の事

業に尽力し増上寺よりⅡ常の教えを用い

た法ﾅﾅ 「信礼院義誉秤仁徳蒋居士」の識

"を受けた。安政地鰹には無利『･の貸付

金融「天野舎」を‘炎施し被災者倣済に､当

った。 ｝ﾘl治15年(1892年) 12114Ⅱ病喪

した.。享年79歳。

自

~

~

pｰ~

里

ロ

壷

ｑ
大
場
久
八
の
蟇

1

~

壽孟、
／〆

夛〆 角

善蔦

37．比企尼の墓 (桑原） 琴
《

~
~

~

解
落亘現在、 1榊時境内'二あり、〃”!'ﾘlの孔l'lで

jj -Jた比企局(ひきのっぽね）の堰といわれて

いる。

比企l, ,)は武蔵1 11比企郁少械捕部允某の典冒とし

て|乳l収に他んでいたが、噸I柳がi伽､ ,iに流され

るや、少しでも近くにいてlll:1活をしてやりた

いと心がけたといわれている。

「剛I;1. 1,〃,|､ 志稲」の1 1l-熊の｣頂に、 「ﾉ<竹村

l l ll};1 1 1にと松・株アリテ櫟ス。 IIL硲地頭様卜

llf7｡"1才比企某の唯ﾅｰﾘ l､。按ズルニ比企

逆ボノ狸( III冒称比企l巳） 、 iII"ilillヲ礼盤ス、

1nlil1*'I,|､|配流ノ l l ， ノ七挺亦従テ1",'トセシナル

!' l.シ ノと捺典縁,'ikノ聡ナ ラム」 と‘犯されてい

る また、法| {11 1 1 )t1 lil院遮帷､IF ( Iだ､芋）縁起

に比企Iピに関 j-る;;U!likがある。
39
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38．古民具収蔵庫（丹那） (民俗文化財）

▲古民具収蔵庫

所在地函南町丹那四方旧小'稚校蚊地内

開館日 ll113 1 1を中心とした函Ifi町文化祭

期間

主な収蔵品江戸時代末から昭和20年代まで

の民具

収蔵品総数約750点

収蔵品内容

農耕具資料草取り機・足踏み脱穀機・麦

もみ機等の木製農機類。はた

織り機・俵編み機・養蚕等の

織機類

運搬具寅料 11 iぞり ・荷車・木製鞍等
運▲連粥具家具調度・

生橘用具資料いろり ・ ダンス．各樋食器
うす群。

交通案内燦井沢･ l I I代ｲ『バス采巾､ Iﾉ可ﾉﾉ下車

函南町は農を主体として生橘してきた。地形
も「山間部」 「中間部」 「平111部」のi様に大
別され当然作業区も異なっている。従＝ﾉて配列
も|水|雌であ-〕たが、 ル6il><介し、 2幟のi|fljif
にそれぞれ配列されてある。

階段|郷ドの机は大竹の川'|'雄一･郎博士が少

年Ⅱ~f代仙lllした#,のであり、 Ⅷ1 11.↑としては珍し
( ､HII氷の机である、

▲農耕具

－4(）
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ﾆﾆｰ一r一

似
織
機
類

1号室は稲作作業共、麦作作業典に区分配列。

この室の珍IW1は扇肌器なきll､f代の「あおり打羽

（柿渋塗)｣脱穀機なきll､f代の「麦打衝木」 と麦

柚こなしの「くるりあを」沼Ⅱ'作業の｢田下,駄」

脱殺機なき時代の「稲扱き万鍬」 「手側I〃臼」

その他である。

後〃の棚に山の作業具を陳列、 その中に「臼

彫り道具」 ‐式がある。昔は暦日も粘米機もな

く籾をF1で、足踏みバッタンイルきや手杵で夜業

に米にし、桁'''にし、 又麦の「ノギ」落しにも

~すべてF1は重甥な農典であった。 fl彫りは山間

部の人達の林堆外のM1蝶である。

・2号室は推蛋から繭糸とり、糸くり機、機織

機を備え、戦前徒盃盛んの頃、世界第一の生糸

IEIであ-ﾉた名残りを示している。

隣に'よ述搬l!.をII!l!ﾀllL 「III侭」は、材木や水

"&の1 1 ． 21 をこの’台で．人で､迎搬したと
い‐ノ。

3号室I土畑藤, l1-jk: !1I:による股'家の雌,七様式を
'｣〈し 、戦liiII土概ねこの様式か~川いらオ，た。家
を雌てるには二桁（約30cIn)の土艦をし、土台

イiを据え、床はf指（約45cm)以I芸のII.jiさとし

|ﾉLI間以lzのlll形に作るか良しと、 10数｣.riのﾉﾉ式

と家庭規伸が,パされているが、 その散噸が腰ﾉ亡

され、 表示されて'. ，う。

▲蓑・笠類11

一型
~~



39．民 家 (民俗文化財）

▲旧名主の家

丹那地域では、 l l l 1家の隆雄IIIj，趾ﾉ壷が特に注I |されている。 この地域の豪族であり、 名12ま
でつとめたことから、 {'"fはちょうな削りの大黒柱、梁葬は、安政の大地喪、〃ﾄ豆地鰹にもl耐え

てきたすばらしいIﾉL1つ組みの木fllを示し、江『ill､f代の建築様式が如実にうかがえる。
屋根の型式は寄せ棟、入り{:"fである。

▲長屋門

12



古文害40. (古文書）
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過去の時代の様ｲ1Iをil lろ

うとｲｰる蝪介、亜要な役削

を災たﾘｰのか過去の文!li: 、

すなォ〕方I 11文,i;:である。 TI1-

X!Iﾄには仏寺や神社、戯'家

の家を! ' ! ,し､にしたものが多

いが、鯛lfi川.には股氏の'li

i,fにかかわる11'1；氏又! II:が夢
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(天然記念物）
41.田方の杜（塚本）
この杜は俗に森山とょばれ塚本|《のｲﾃ俊'二狐

,l(する海抜36mの侃陵で､面砿は8, 1()7㎡で､ある

古米、八'要抄にも記された杜で、 ’炊人竹村''f

雌の欣碑に

夕されば千IH1-の稲雌うちなびき

ll l方の杜に秋皿ぞ"i､<

丈、 「･家従品位の築額に

1抑fll lの水I ~二やうっ-j二のl i'1に

ff維て1lﾉ:-くる松こそしるし

この森l1l(#II｢松森々絲杵蝶I!吃し-ぞ「- I I1･榊色L'）

趣がある｡ TIf〈は｜淵癖多放II I ! |:したとい-)

■
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，隆
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もり

▲田方の杜（塚本）
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(天然記念物）峠42．十国
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▲

函し

▲十国峠を望む

標間774m･剛南IIII.と熱海『liとの境界にある峠で､「日金l｣l」ともいう。頂上からの腱望の美

しさは、林諦烏の碑文や職i l l l僻牛のrI_I金登臨」の文、源実朝の歌「繍帳路をわが越え．くれば

"+豆の海や沖の小品に波の寄る兇ゆ」等に記録されている。

#1I".武蔵．安";、 ｜邑総、 ‐ﾄ総・駿河、遮江．信濃､印斐．伊豆のl･ヶ凶が望めるところから

l [III111ドといわれている。

43．源実朝の歌碑
｜･脚峠、 l 1金山山頂にある歌碑である。

雛倉：代将軍源実朝が（建久3年～承久

ﾉtila)21， 2歳の頃、嫌術から繍根権現の

参,帝を終え、〃ﾄ!､狐1l権現に向かう折詠まれ
たものである。

′喪朝の:;〃蝶「金槐ｲll:炊渠」に「流根の

l1lをうち川て兇れば波のよる小品あり。供

のものにこのうらの緒を知るやとたづねし

かぱ、伊豆のうみとなむ申すと袴えはくり

しをききて」 というI;,il i!ﾄが添え＞れている‘

「繍根路をわがこえくればいづのうみや

おきの'1,I;fに波のよるみゆ」

碑は昭＃Ⅱ7年71 1進てられたものである。

公源実朝の歌碑
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▲向原にある円墳（柏谷）

＝編集後記＝

町内各区より、代表的な、すでに「文化財」 として定符しているものを選び、当面「保

存すべき文化財」 と 「活用すべき文化財」を中心にまとめ、美しい自然に包まれた「函南」

が浮彫りになるよう編集しました。

函南町の皆さんが、 この小冊子を通して、改めて町の文化財を認識され、文化財への関

'じ､を深め、 その保存と活用を積極的に考えられることを切望します。

終わりに、写真を提供された前審議委員石川稚道氏、写真クラブ有志の皆さん、及び文

化財保護審議委員の各氏に格別なご協力を得ましたことを付記します。 （土I壷）

編集函1,肖町文化財保護審議委曲公

安倍修三郎 荒川元川i

岩崎 晃 内田美代子

岡本建二 梶尾是彦

杉崎好雄 土屋弘光

森 義光 山内昭_二

（アイウエ順）

函南町の文化財

昭和58年3月151]発行

発行・函南町教育委員会

静li'1県l l lﾉjlilj1MIfilll { :l l 19番地

TEL <05597> 8-2250

8－3027

柵雌・l;)1ifi川文化財保湛番淡委輿会

印刷・l l 研印刷
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